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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    鳥  ハハジマメグロ 
木  タコノキ            魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水量

11/26 現在

父島 

100/100

母島  

100/100

10 月気象状況(父島)

最高気温   30.9℃

最低気温   20.6℃

平均気温   26.0℃

平均湿度   81％ 

月降水量   96mm

住民基本台帳登録者数（11/１）

             2,388 人 

             父島      母島  

  人口      1,932 人   456 人 

  世帯      1,053     239 

短期滞在者     21 人    74 人

                                       

瀬
堀
信
一
元
消
防
団
長
叙
勲
受
賞 

 

本
年
の
秋
の
叙
勲
（
11
月
８
日
）
に
お
き
ま
し
て
、

瀬
堀
信
一
氏
が
勲
五
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

同
氏
は
小
笠
原
村
消
防
団
長
と
し
て
結
団
初
期
か

ら
30
余
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
村
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を 

火
災
、そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。 

            

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

扇
浦
地
区
宅
地
分
譲
意
見
交
換
会 

 

扇
浦
地
区
の
宅
地
分
譲
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

◎
建
築
計
画
の
説
明 

【
日 

時
】
12
月
６
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
～ 

【
講
演
者
】
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
東
京
㈱ 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

◎
資
金
計
画
の
説
明 

【
日 

時
】
12
月
７
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～ 

【
講
演
者
】
小
笠
原
村
商
工
会
（
七
島
信
用
組
合
） 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催 

  

小
笠
原
村
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
環
と
し
て
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
同
時
に
、
で
き
る
だ
け

少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
活
を
営
ん
で
い
け
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
村
民
の
皆
様
に
情
報
を
提
供
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
実
践
し
て
い
く
た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
本
事
業
は
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施

行
者
協
議
会
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。 

※
12
月
中
旬
に
各
家
庭
に
「
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
家

計
簿
」
を
配
布
し
ま
す
。 

「
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
家
計
簿
」
は
省
エ
ネ
家
計

簿
で
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
等
の
メ
ー
タ
ー
の
値
を

記
入
し
、
簡
単
な
計
算
を
す
る
だ
け
で
、
１
ヶ
月
当

た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

続
け
て
記
入
し
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
と
家
計
の

節
約
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。 

【
内
容
】 

①
エ
コ
ラ
イ
フ
度
チ
ェ
ッ
ク 

②
各
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
チ
ェ
ッ
ク 

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
対
策
を
考
え
る 

④
省
エ
ネ
実
践
ア
イ
デ
ア
の
紹
介 

そ
の
他
、
省
エ
ネ
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
機
器
を

展
示
し
て
い
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
22
日
（
日
）
午
後
２
時
～
５
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
23
日
（
月
）
午
後
２
時
～
５
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

  

固
定
資
産
税
納
期
12
月
25
日 

 

平
成
14
年
度
固
定
資
産
税
第
３
期
の
納
期
限
は
、

12
月
25
日
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

郵
便
局
又
は
農
協
か
ら
の
自
動
払
込
み
を
申
し
込

ま
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
３
期
分
は
平
成
15

年
１
月
６
日
に
ご
指
定
の
口
座
よ
り
引
き
落
と
し
さ

れ
ま
す
。 

引
き
落
と
し
日
と
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 
 
 
 
 
 

出
納
課
出
納
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
道
静
沢
線
開
通
（
母
島
） 

 

村
道
静
沢
線
が
完
成
し
、
11
月
23
日
に
開
通
い

た
し
ま
し
た
。 

本
線
は
、
静
沢
分
譲
地
か
ら
農
道
６
号
線
に
至
る

道
路
で
、
景
色
が
良
く
、
特
に
夕
日
が
素
晴
ら
し
い

ル
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

                 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所
施
設
係 

３
―
２
１
１
１ 

ＮＯ．４６２ 
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南
島
入
島
禁
止
実
施
中 

 
南
島
の
自
然
環
境
の
保
全
と
利
用
に
関
す
る
小
笠

原
村
の
自
主
ル
ー
ル
に
よ
り
、
植
生
回
復
の
た
め
の

養
生
期
間
と
し
て
、現
在
入
島
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。 

【
入
島
禁
止
期
間
】 

 
 

11
月
５
日
～
平
成
15
年
２
月
４
日 

※
た
だ
し
、
12
月
28
日
～
１
月
４
日
を
除
く 

【
入
島
禁
止
期
間
中
の
特
例
】 

《
利
用
方
法
》 

 
 

西
側
の
海
か
ら
扇
池
に
上
陸
す
る
方
法 

（
遊
泳
又
は
カ
ヌ
ー
利
用
） 

※
こ
の
ル
ー
ト
は
大
変
危
険
な
た
め
、
入
島
に
際

し
て
は
、
海
況
等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

《
利
用
区
域
》 

 
 

扇
池
及
び
周
辺
の
砂
浜
に
限
定 

（
左
図
に
示
す
範
囲
） 

                

《
利
用
条
件
》 

 
 

観
光
客
を
案
内
す
る
場
合
は
、
ガ
イ
ド
の
同

伴
な
ど
村
の
自
主
ル
ー
ル
と
同
様
の
条
件
、
一

般
村
民
も
役
場
へ
の
入
島
手
続
き
な
ど
現
在

の
自
主
ル
ー
ル
と
同
様
の
条
件
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。 

●
自
主
ル
ー
ル
の
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

●
植
生
回
復
工
事
の
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 ２

―
２
１
２
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

 

七
島
学
生
寮
入
寮
希
望
者
募
集 

 

平
成
15
年
度
の
入
寮
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。 

な
お
、（
財
）
七
島
学
生
寮
は
平
成
16
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

【
対 
象 

者
】 

大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
高
校
・
専
修
学
校
・ 

各
種
学
校
（
予
備
校
含
）
等
に
入
学
見
込
み
の
者 

【
募
集
人
員
】
約
35
名
（
島
し
ょ
９
町
村
合
計
） 

【
所 

在 

地
】
世
田
谷
区
代
田
６
‐
11
‐
７ 

【
入
寮
者
の
決
定
】 

入
学
す
る
学
校
の
種
類
、
各
島
の
学
校
の
状
況

等
に
よ
り
優
先
順
位
が
あ
り
ま
す
。 

希
望
者
が
募
集
人
数
を
越
え
た
場
合
に
は
、
各

島
毎
に
割
当
て
人
数
を
調
整
の
上
決
定
し
ま
す
。 

【
申
込
期
限
】
12
月
６
日
（
金
）
ま
で 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係   

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

         

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度 

○親 
 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、
18
歳
未

満
（
障
害
の
状
態
に
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
の
児

童
を
看
護
す
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
と
し
た
医

療
助
成
制
度
で
す
。 

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
り
、
○親
医
療
証
が
交
付
さ

れ
る
と
、
診
療
所
な
ど
で
診
療
を
受
け
る
と
き
に
一

部
負
担
金
を
支
払
う
だ
け
で
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
や
、
既
に
○親
医
療
証
が
交

付
さ
れ
て
い
る
方
で
更
新
日
の
前
日
ま
で
に
新
し
い

受
給
者
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

※
有
効
期
間
は
平
成
15
年
１
月
１
日
～
12
月
31

日
ま
で
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

  

２
―
３
１
１
３ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
14
年
度
第
３
回
父
島
動
物
巡
回
診
療
を
実

施
し
ま
す
。 

飼
い
犬
・
飼
い
ネ
コ
を
適
正
に
飼
養
し
、
む
や
み

な
繁
殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な

い
こ
と
は
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で
あ
り
責
任
で
す
。 

こ
の
機
会
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
予
約
さ
れ
て
い
な
い
方
は
診
療
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
込
数
に
よ

っ
て
は
、
今
回
の
診
療
は
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

【
日
程
】
12
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
予
約
期
間
】
12
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
） 

【
注
意
事
項
】
診
療
は
有
料
で
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

工
業
統
計
調
査 

 
 

 

平
成
14
年
工
業
統
計
調
査
が
12
月
31
日
現
在

で
行
わ
れ
ま
す
。 

 

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。 

 

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策

の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
や
小
・
中
・
高
等

学
校
の
教
材
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
、
皆 

様
か
ら
提
出
さ
れ
た
調
査
票
を
統
計
上
の
目
的
以
外 

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月

に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

２
―
３
１
１
４ 

 

12
月
は
家
電
の
搬
出
月 

  

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
使
用
済
み
家
庭
用

機
器
４
品
目
（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗

濯
機
）
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
買
い
替
え
等
で
古
い
製
品
を
処
分
さ
れ

る
方
は
、
新
し
い
製
品
を
購
入
す
る
お
店
、
又
は
古

い
製
品
を
購
入
し
た
お
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
購
入
し
た
お
店
が
わ
か
ら
な
い
場
合
な
ど

は
、共
勝
丸
に
よ
り
島
外
搬
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
程
等
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
ポ
ス
タ
ー
や
防
災
無
線

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係
２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 
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１　人件費の状況（平成１３年度普通会計決算）
区　分 歳出額(A)　(千円) 人件費(B) (千円) 人件費比率(B)/(A)

平成１３年度 3,870,080 645,244 16.67%
＊人件費には、特別職に支給される給料、報酬等が含まれています。

２　職員給与費の状況（平成１３年度普通会計決算）
給与費 一人当たり給与費

区　分 職員数(A) 給料(千円) 職員手当(千円) 期末勤勉手当(千円) 計(B) (B)/(A)(千円)

平成１３年度 86 257,877 95,581 112,248 465,706 5,415
※公営企業会計の職員給与費は含まれていません。

３　職員の初任給（給料）の状況（平成１４年４月１日）
小笠原村 国

初任給 採用後２年 初任給 採用後２年

大学卒 174,400 188,900 174,400 188,900

高校卒 141,700 151,600 141,700 151,600
※一般行政職とは、総務省による地方公務員給与実態調査によって区分される
税務職、医師職、看護･保健職、福祉職、企業職、技能労務職のいずれにも該当しない職員をさします。

４　職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成１４年４月１日）
区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 区　　　分 平成１２年度 平成１３年度

一般行政職 281,500 367,600 36歳2ヶ月 職員数(A) 59 61

※給与は給料に扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当等の    普通昇給期間

 月額を加算したものです。    (12月)を短縮して 17 19

   昇給した職員数

比率(B)/(A) 28.81% 31.15%

６　特別職の給料・報酬及び期末手当の状況(平成１４年４月１日）
区分 給料・報酬の月額

村　長 650,000  3月 0.55

助　役 給　　料 580,000  6月 1.45

収入役 550,000 12月 1.55

議　長 240,000  3月 0.55

副議長 報　　酬 195,000  6月 1.45

議　員 176,000 12月 1.55

７　一般行政職の級別職員数の状況（平成１４年４月１日）
区分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

職務内容 課　　長 課長補佐 係　　長 主　　任 主　　事 主　　事

職員数 15 3 16 8 16 1

構成比 25.42% 5.08% 27.12% 13.56% 27.12% 1.69%

１年前の職員数 15 2 16 7 21 1

1年前の構成比 24.19% 3.23% 25.81% 11.29% 33.87% 1.61%

８．退職手当の状況
普通退職 定年退職

（月分） （月分）

勤続20年 24.25 38.00

勤続25年 32.50 50.00

勤続35年 49.75 62.70

最高限度 60.00 62.70

加算措置 なし

退職時の特別昇給 なし 　　　　　　　　　　　　

９　定員の状況（平成１４年４月１日）
（ア）部門別職員数の状況

対前年増減数

平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１２年 平成１３年 平成１４年

議　　会 2 2 2 0 0 0

総　　務 27 27 26 △ 1 0 △ 1

税　　務 3 3 3 0 0 0

民　　生 18 19 18 0 1 △ 1

衛　　生 16 17 19 1 1 2

農林水産 2 2 0 0 △ 2

商　　工 2 3 4 △ 1 1 1

土　　木 10 10 10 0 0 0
教　　育 2 3 3 0 1 0

小計 82 86 85 -1 4 -1

水　　道 5 5 5 0 0 0
その他 1 1 2 0 0 1

小　　計 6 6 7 0 0 1

合　　計 88 92 92 △ 1 4 0
※職員数は一般職に属する職員数であり、東京都派遣職員、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時職員又は非常勤職員を除いています。

（イ）平成１４年の職員数の増減状況

増員数 減員数 差　　引

議　　会 0

総　　務 1 2 △ 1

税　　務 0

民　　生 1 △ 1

衛　　生 3 1 2

農林水産 2 △ 2

商　　工 2 1 1

土　　木 0

教　　育 0

水　　道 0
その他 1 1

合計 7 7 0

小笠原村総務課総務係 ２－３１１１

一般行政職

組織改正に伴う増

公営企業等会計
介護保険従事職員の部門移動

公営企業等会計

部　　　　門 主な増減理由

普通会計

組織改正に伴う増減（+1,△１）、欠員不補充（△１）

介護保険従事職員の部門移動

組織改正に伴う減

区　　　　分 職　　員　　数

部　　　　門

普通会計

５．昇給期間短縮の状況(一般行政職）

期末手当支給割合

区分

支　給　率

◇◆◇◆◇村職員給与の状況◇◆◇◆◇

職員の給与は、村議会の審議を経て、条例で決められています
村民の皆さんにご理解をいただく参考として職員給与などのあらましをお知らせします

区分

　‐3‐
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村
営
バ
ス
年
末
年
始
の
運
行 

  

村
営
バ
ス
は
、
12
月
28
日
（
土
）
～
平
成
15
年

１
月
４
日
（
土
）
に
か
け
て
、
左
表
の
ダ
イ
ヤ
に
変

更
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
12
月
31
日
～
１
月
２
日
の
３
日
間
、
扇

浦
線
は
診
療
所･

小
中
学
校
を
経
由
し
ま
せ
ん
。 

診
療
所･

小
中
学
校
方
面
へ
は
循
環
線
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

【
運
行
表
】 

             

●
問
合
せ
先 

 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

産
業
観
光
課
企
業
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

             

     

自
衛
隊
生
徒
の
募
集 

 

【
応
募
資
格
】
17
歳
未
満
の
男
子 

（
平
成
15
年
３
月
中
学
校
卒
業
予
定
者
を
含
む
） 

【
受
付
期
間
】
平
成
15
年
１
月
７
日
（
金
）
ま
で 

【
試 

験 

日
】
１
次
試
験 

平
成
15
年
１
月
11
日
（
土
） 

【
制
度
概
要
】 

○
自
衛
隊
生
徒
と
し
て
採
用
さ
れ
、
普
通
科
高
校 

の
教
育
を
受
け
な
が
ら
、
自
衛
官
の
基
礎
教
育

を
受
け
る
。 

 
○
給
与
（
約
15
万
円
）
及
び
期
末
・
勤
勉
手
当
（
年

４
・
７
ヵ
月
分
）
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
。 

 

●
問
合
せ
先 
自
衛
隊
大
田
出
張
所 

０
３
―
３
７
３
６
―
４
２
７
１ 

 

も
ち
つ
き
大
会
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ 
 

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
12
月
26
日
（
木
） 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

【
場
所
】
海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊 

【
内
容
】 

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
体
験 

○
も
ち
作
り
体
験 

○
色
々
も
ち
試
食 

○
豚
汁
食
べ
放
題 

○
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

 

父
島
基
地
分
遣
隊
当
直
室 

 

２
―
２
０
２
７ 

小
笠
原
か
ら
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の

害
虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ
モ
ゾ
ウ
ム

シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が
発
生
し

て
い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
さ

つ
ま
い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に

よ
り
、
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
鉢
植
え
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（
母
島
は
植
物
防
疫
補
助
員
）
に
よ
り
、
ア

フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鉢
植
え
植
物
を
内
地

へ
持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

      

【
鉢
植
え
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

           

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

防
疫
主
査 

２
―
２
１
４
５ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://www.pps.go.jp/ 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
12
月
の
『
母

島
巡
回
労
働
相
談
』
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
12
月
２
日
（
月
）、
20
日
（
金
） 

午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

本
人
確
認
の
た
め
の 

書
類
提
示
の
お
願
い 

 

郵
便
局
で
は
、
「
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の

本
人
確
認
等
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
14
年
法
律
第

32
号
）
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
15
年

１
月
６
日
か
ら
口
座
を
開
設
さ
れ
る
と
き
や
大
口
の

現
金
取
引
を
さ
れ
る
と
き
は
、
お
客
様
か
ら
お
名

前
・
ご
住
所
・
生
年
月
日
の
入
っ
た
公
的
機
関
の
発

行
し
た
証
明
書
類
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
、
ご
本
人

で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

な
お
、
既
に
お
持
ち
の
通
帳
や
口
座
、
ま
た
、
貯

金
証
書
に
つ
き
ま
し
て
も
、
当
該
通
帳
を
使
用
し
て

２
０
０
万
円
を
超
え
る
大
口
の
現
金
取
引
（
新
た
な

預
け
入
れ
や
払
戻
し
・
解
約
）
を
さ
れ
る
と
き
は
、

改
め
て
証
明
書
類
の
ご
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
郵
便
局 

 

２
―
２
１
０
１ 

  

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 
 

虫 

あ
さ
が
お
・
さ
つ
ま
い
も
・ 

ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生

茎
及
び
生
塊
根
等
の
地
下
部 

植 
 
 

物 

東
京
島
し
ょ 

農
協
小
笠
原 

母
島
支
店 

二
見
港 船

客
待
合
所 

小
笠
原 総

合
事
務
所 

場 

所 

 

手
荷
物 

携
帯
品
等 

郵
パ
ッ
ク 

 
 

宅
急
便 

対
象
物 

母
島
で
は
植
物
防
疫
補
助
員
が 

植
物
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

定
期
船
出
港
日 

出
港
１
時
間
前
～ 

平
日
（
午
前
８
時
～ 

   

午
後
５
時
） 

時 

間 

１
月
４
日
（
土
） 

１
月
３
日
（
金
） 

１
月
２
日
（
木
） 

１
月
１
日
（
水
） 

12
月
31
日
（
火
） 

12
月
30
日
（
月
） 

12
月
29
日
（
日
） 

12
月
28
日
（
土
） 

日 
 

付 

平
日
ダ
イ
ヤ 

臨
時
ダ
イ
ヤ 

(

20
～
30
分
毎) 

平
日
ダ
イ
ヤ 

扇 

浦 

線 
休
日 

 
 

ダ
イ
ヤ 

循 
環 

線 
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「
遊
漁
船
業
の
適
正
化
に 

関
す
る
法
律
」
の
改
正 

 

遊
漁
船
の
業
務
運
営
等
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て

い
る
法
律
「
遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
遊
漁
船

業
に
関
す
る
事
務
手
続
き
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
、
新

た
な
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
対

象
と
な
る
方
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】 

○
遊
漁
船
業
を
営
ん
で
い
る
方 

（
漁
業
と
の
兼
業
も
含
む
） 

○
遊
漁
船
業
を
営
も
う
と
考
え
て
い
る
方 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
15
日
（
日
）、
16
日
（
月
） 

午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
17
日
（
火
）
午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
水
産
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

調
理
師
業
務
従
事
者
届
出
の
該
当
年 

 

調
理
師
業
務
従
事
者
届
出
は
、
調
理
師
法
に
定
め

ら
れ
た
２
年
毎
の
届
出
で
す
。 

都
内
在
勤
（
調
理
業
務
）
の
方
は
、
保
健
所
か
ら

届
出
用
は
が
き
を
受
け
取
り
、
12
月
31
日
現
在
の

調
理
師
業
務
従
事
状
況
に
つ
い
て
、
平
成
15
年
１
月

15
日
ま
で
に
届
出
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
都
健
康
局
食
品
医
薬
品
案
全
部 

安
全
対
策
課 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
３
５
８ 

電
話
に
よ
る
法
律
相
談 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
で
は
、
島
し
ょ
部
の
住
民
を

対
象
と
し
た
「
電
話
に
よ
る
法
律
相
談
」
を
次
の
要

領
で
実
施
し
ま
す
。 

【
実 

施 

日
】 

 
 

12
月
20
日
（
金
）、
１
月
24
日
（
金
）、 

２
月
28
日
（
金
）、 

３
月
28
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

【
相 

談 

料
】
無
料 

【
予
約
の
方
法
】 

①
相
談
希
望
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
第
二
東
京
弁
護 

 
 

士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
予
約
し
ま

す
。 

②
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
相
談
希
望
者
あ
て
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

③
相
談
希
望
者
は
、
住
所
・
氏
名
・
相
談
内
容
な 

 
 

ど
の
所
要
事
項
を
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
相
談
セ
ン
タ
ー
あ
て
に
返
送
し
ま
す
。

（
相
談
事
項
に
関
係
す
る
書
類
も
あ
わ
せ
て

Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。） 

④
予
約
し
た
相
談
日
時
に
、
担
当
弁
護
士
と
電
話 

 
 

で
相
談
し
ま
す
。（
相
談
専
用
電
話
番
号
は
予

約
時
に
案
内
さ
れ
ま
す
。） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

Ｔ
Ａ
Ｌ 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
２
５
３ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催 

 

【
日
時
】
12
月
15
日
（
日
）
正
午
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

 

千
葉 

 
 
 
 

２
―
２
６
８
６ 

永
合 

 
 
 
 

２
―
３
０
０
５ 

  

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意 

 

無
資
格
者
が
税
金
の
相
談
、
申
告
書
の
作
成
、
税 

務
の
代
理
を
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い

る
ば
か
り
で
な
く
、
専
門
的
知
識
の
欠
如
等
に
よ
っ

て
依
頼
者
が
不
測
の
損
害
を
被
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。 

に
せ
税
理
士
及
び
に
せ
税
理
士
法
人
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

税
理
士
は
税
理
士
証
票
を
携
帯
し
、
税
理
士
バ
ッ 

ジ
を
着
用
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
税
理
士
会 

０
３
―
３
３
５
６
―
４
４
６
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.tokyozeirishikai.or.jp 

                        

     

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 

 
 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
、
４
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
９
ヵ
月
、 

１
歳
６
ヵ
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
12
月
12
日(

木)

午
後
２
時
～
４
時 

 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 
 
 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

   

２
―
３
９
３
９ 

 

育
児
学
級
の
お
知
ら
せ
（
父
島
） 

 

育
児
学
級
を
開
催
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

な
お
、
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通

知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
内
容
】 

①
初
め
て
の
歯
科
ケ
ア 

②
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い
マ
ッ
サ
ー
ジ 

 

（
タ
ッ
チ
ケ
ア
） 

【
対
象
者
】 

①
１
歳
前
後
の
お
子
様
及
び
保
護
者 

 

②
３
～
６
ヵ
月
前
後
の
お
子
様
及
び
保
護
者 

【
日
時
】 

①
12
月 

９
日
（
月
）
午
後
２
時
～
３
時 

 

②
12
月
13
日
（
金
）
午
前
10
時
～
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

   

２
―
３
９
３
９ 
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小
笠
原
村
住
民
健
診
結
果
説
明
会 

 
先
月
行
わ
れ
た
住
民
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
、
医

師
、
栄
養
士
、
保
健
師
に
よ
る
説
明
を
個
別
に
行
い

ま
す
。 

結
果
説
明
会
に
ご
来
場
で
き
な
い
方
は
、
今
月
中

に
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課
（
父
島
の

方
）、
母
島
診
療
所
２
階
相
談
室
（
母
島
の
方
）
ま
で

受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
保
健
師
に
よ
る
個
別
相
談
は
随
時
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
15
日
（
日
）
午
後
２
時
～
８
時 

16
日
（
月
）
午
後
２
時
～
８
時 

 
 

 
 
 
 
 

17
日
（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

（
正
午
～
午
後
２
時
除
く
） 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
18
日
（
水
） 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
８
時 

（
正
午
～
午
後
２
時
除
く
） 

 
 
 
 
 

19
日
（
木
）
午
後
２
時
～
８
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 

母
島
保
健
師 

 
 

３
―
７
０
３
３ 

            

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め 

パ
ー
ト
18 

「
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

～
小
笠
原 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
の
活
動
～
」 

  

今
回
は
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
も

構
成
員
と
な
っ
て
い
る
「
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
委
員
会
」
の
最
近
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。 

①
情
報
収
集
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り 

 

６
月
の
設
立
以
来
、
屋
久
島
、
沖
縄
、
軽
井
沢
な

ど
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
地
を
視
察
し
、
情
報
収

集
や
各
地
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
通
し
て
先
進

地
の
成
功
例
を
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
活
か

す
方
策
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

②
提
言
活
動 

 

10
月
に
行
わ
れ
た
「
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
認
定
講

習
会
」
に
対
し
て
は
、
小
笠
原
村
に
よ
り
よ
い
効
果

を
も
た
ら
す
よ
う
提
言
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

③
国
土
交
通
省
の
研
究
会
へ
の
参
加 

 

国
土
交
通
省
に
は
「
離
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
」
と
い
う
Ｔ
Ｓ
Ｌ
就
航
に
向
け
た
観
光
地
作
り
の

指
針
を
検
討
す
る
研
究
会
が
あ
り
ま
す
。
座
長
の
立

教
大
学
観
光
学
部
教
授
、
副
座
長
の
東
京
大
学
工
学

部
教
授
を
始
め
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
第
一
人
者
の
方
々
や
国
、
東
京
都
、
小
笠

原
村
の
行
政
の
方
々
が
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
小

笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
も
こ
の
研
究
会

の
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
は
、
今
後

も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
情
報
収
集
、
提
言
活

動
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
仕
組
み
作
り
の
た
め
の
活

動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

Ｏ
Ｗ
Ａ
の
役
割 

こ
う
し
た
中
で
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会
は
離
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
事
務
局
の

補
佐
役
と
し
て
、
研
究
会
の
資
料
作
り
等
、
Ｔ
Ｓ
Ｌ

就
航
に
向
け
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
仕
組
み
作
り
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
委
員
会
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
ホ
エ

ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
い
う
特
化
し
た
分
野
で
の
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
現
を
目
指
し
、
小
笠
原
村
全
体
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
現
に
向
け
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
作

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 ※
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化

の
保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域

振
興
す
る
と
い
う
考
え
方
。 

 

第
12
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（
勉
強
会
） 

 

【
内
容
】 

①
「
理
想
的
な
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ 

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
目
指
す
に
は
？
」 

 

講
師 

森 

恭
一 

②
「
世
界
の
最
新
ク
ジ
ラ
研
究
パ
ー
ト
２ 

～
科
学
論
文
の
紹
介
～
」 

講
師 

森 

恭
一
・
川
本 

亜
紀 

【
日
時
】
12
月
14
日
（
土
） 

昼
の
部 

午
後
２
時
～
４
時 

夜
の
部 

午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

 

第
３
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
認
定
講
習
会 

 

こ
れ
ま
で
に
１
４
０
名
の
方
が
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？ 

ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
方

の
参
加
も
歓
迎
で
す
。 

【
日
時
】
12
月
８
日
（
日
） 

昼
の
部 
午
後
１
時
～
４
時 

 
 
 
 
 

夜
の
部 
午
後
６
時
～
９
時 

※
ど
ち
ら
か
一
方
の
受
講
に
な
り
ま
す
。 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
申
込
期
間
】
12
月
２
日
（
月
）
か
ら 

【
参
加
資
格
】
15
歳
以
上 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 

２
―
３
２
１
５ 
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海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
18 

 
今
回
は
父
島
の
小
学
生
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す

る
学
習
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
担
任
の
横
山
先

生
か
ら
そ
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

「
カ
メ
の
こ
と
な
ら
ま
か
せ
て
！
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
小
学
校 

５
年
生 

  

小
笠
原
小
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
（
小

笠
原
タ
イ
ム
）
で
、
５
年
生
が
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
「
小
笠
原
タ
イ
ム
」
は
、

自
分
で
調
べ
た
い
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
追
究
し

て
学
習
を
進
め
て
い
く
時
間
で
す
。 

 

小
笠
原
の
子
ど
も
た
ち
は
産
卵
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
放
流
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
カ
メ
に
接
す

る
機
会
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
態
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
を
調
べ
て
い
く
中
で
新
た
な
発
見
や
感
動

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
カ
メ
が
ゴ
ミ
を
食

べ
て
し
ま
う
な
ど
環
境
問
題
や
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
働

き
な
ど
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
学
習
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

 

一
学
期
は
「
カ
メ
を
知
ろ
う
」
と
い
う
活
動
を
し

ま
し
た
。
産
卵
の
観
察
、
前
浜
の
卵
の
保
護
、
救
出

し
た
卵
の
観
察
、
教
室
で
の
ふ
化
、
稚
ガ
メ
の
計
測
、

放
流
、
海
岸
の
ゴ
ミ
調
べ
、
水
槽
掃
除
、
飼
育
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。 

夜
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
て
産
卵
の
様
子
も

観
察
し
ま
し
た
。
器
用
に
深
い
穴
を
掘
る
母
親
の
カ

メ
。
ぬ
る
ぬ
る
し
て
い
て
柔
ら
か
い
生
ま
れ
た
て
の

卵
。
目
か
ら
涙
の
よ
う
に
流
れ
て
い
た
の
は
、
実
は

涙
で
は
な
く
塩
分
だ
っ
た
こ
と
…
。
た
く
さ
ん
の
発

見
が
あ
り
ま
し
た
。
教
室
の
ふ
化
箱
で
観
察
し
て
い

た
卵
が
ふ
化
し
、
中
か
ら
か
わ
い
い
稚
ガ
メ
た
ち
が

顔
を
出
し
た
と
き
は
み
ん
な
大
喜
び
。
命
の
誕
生
に

心
躍
ら
せ
、
愛
ら
し
い
稚
ガ
メ
た
ち
の
様
子
を
食
い

入
る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ペ
ペ

海
岸
の
ふ
化
あ
と
調
べ
で
は
、
水
没
、
シ
ロ
ア
リ
、

ス
ナ
ガ
ニ
の
被
害
で
一
つ
の
巣
穴
の
た
ま
ご
が
全
滅

し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
卵

を
割
っ
て
調
べ
な
が
ら
自
然
の
厳
し
さ
も
知
り
ま
し

た
。 

 

二
学
期
は
「
も
っ
と
よ
く
知
ろ
う
」
と
し
て
自
分

の
調
べ
た
い
課
題
を
決
め
、
一
人
ひ
と
り
が
調
査
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
子
ガ
メ
の
行
き
先
」
「
産

卵
の
多
い
海
岸
」
「
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
保
護
、
飼
育

す
る
わ
け
」
「
カ
メ
の
病
気
」
「
好
き
な
食
べ
物
」

「
海
の
汚
れ
と
カ
メ
」
な
ど
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ

ッ
フ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
い
て
調
べ
学
習

を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

三
学
期
は
今
ま
で
調
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
、

発
表
会
を
開
く
予
定
で
す
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
授
業
協
力

者
に
な
っ
て
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
お

陰
で
、
体
験
活
動
を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
た
学
習
を

展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
体

験
を
通
し
て
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
を
知
り
、
生
き
物
た
ち

が
お
互
い
に
影
響
を
与
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と

を
学
び
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
生
き
物

に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
以
外
の
も
の
に
対
す

る
優
し
さ
や
思
い
や
り
の
心
も
育
っ
て
い
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ

た
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。 

小
笠
原
の
海
や
生
き
物
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
の

生
活
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
を
考
え
て
い
け
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 小

笠
原
小
学
校 

５
年
担
任 

横
山 

優
美 

     

                                     

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

 

海岸のゴミ調べ 教室のふ化箱 ふ化した子ガメ 
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平成１４年度の受診結果 

今年度の受診者数（人） 
検 診 名 

父  島 母  島 合  計 

昨年度と比較した

合計数の増減（人）

基 本 健 康 診 査 ５５７ １５１ ７０８ ５８

胃 が ん 検 診 １７１ ６１ ２３２   △ ９

子 宮 が ん 検 診 ２４４ ５０ ２９４ ６９

乳 が ん 検 診 ２５６ ４９ ３０５ ７５

大 腸 が ん 検 診 ８２ １７ ９９ １０

肺 が ん 検 診 ３６ ４ ４０ ０

住 民 結 核 検 診 ３８５ １４７ ５３２ ９９

肝 炎 検 診 ６０ １２ ７２
 

◎受診者の増加 
胃がん検診を除き、全ての受診者数が増加するという大変良い結果になりました。特に乳・子宮がん検診は、７０人

以上と例年にない増加で、近年の婦人科のがん増加に伴い、意識が高まってきたものと考えています。胃がん検診につ

いては、一次検診から胃カメラを導入せざるを得ない状況にあり、胃カメラに抵抗がある方は、症状もないし集団検診

だとプライバシーが保たれない…等の理由で受診率が伸び悩む原因になっていると思われます。 
遠隔地ということで、限られた時間、人材、場所の確保が難しい等の理由で、内地同様の検査を提供できない状況に

ありますが、島内で実施していない検査（バリウム検査、マンモグラフィ検査等）をご希望する方がありましたら、健

康福祉課の保健師まで、ご相談ください。 
 

◎乳・子宮がん検診について 
  今年度から、基本健康審査同様、予約制を導入しました。受診者の中には、待ち時間を取らせてしまった方もいらっ

しゃいますが、昨年度から７０人近くも受診者が増加したにも関わらず、例年通りの時間に終了できたことは、その効

果があったものと考えています。また、今年度から、乳がん検診で超音波（エコー）検査が導入され、検診精度があが

りました。今後、子宮がん検診でも超音波検査を導入していけるよう検討しております。 
皆さまにとってより充実した検診になりますよう努力してまいりますので、ご意見、ご感想等がありましたら、健康

福祉課までご連絡ください。 
 

◎結果説明会の開催 
  健診は受けて終わりではありませんし、健診の当日に全ての結果がわかるものでもありません。詳しい検査結果を知

るために、医師、栄養士、保健師による結果説明会を開催します。（詳細につきましては村民だより本文をご覧くださ

い。）この機会を利用していただき、ご自身の生活習慣を見直すことで、より健康な明日を一緒に作っていきましょう。 
 
 
 
 
 

 
 
 

父島の大村海岸にクリスマスツリーが点燈する季節がやってきました。 
毎年思うことですが、１年が経つのは本当に早いですよね。皆さんにとって、

今年１年はどんな年でしたか。私は、健康である事が何よりの幸せだと思っ

ています。 
先日、久しぶりにゆっくりと夜明道路から街の夜景を眺めました。宝石箱

のような夜景とまでは、言えませんが、ここでみんなが生活しているんだな

あと思うと、とても暖かい気持ちになりました。世界三大夜景といえば、中

国の香港、イタリアのナポリ、そして北海道の函館ですが、ネオンの光がひ

とつもない小笠原の夜景こそ、ある意味、貴重なのかもしれません。 
１０年先、２０年先にこの夜景は、どうなっているのでしょうか。肌寒く

なった夜風に吹かれていたせいもありますが、これからも「暖かい」と思え

る小笠原の夜景であり続けてもらいたいです。 
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結果説明会が始まります。 
詳しくは本文（6 ﾍﾟｰｼﾞ）に掲載！ 



施　設

月　日

１２／２７（金） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

２８（土） 休 休 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

２９（日） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

３０（月） 休 休 休 平常どおり 全域収集 平常どおり 平常どおり

３１（火） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

１／１（水） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

２（木） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

３（金） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

４（土） 休 休 平常どおり 平常どおり 全域収集 平常どおり 平常どおり

５（日） 休 休 平常どおり 平常どおり 休 休 休

６（月） 平常どおり 平常どおり 休 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

施　設

月　日

１２／２７（金） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

２８（土） 休 休 平常どおり 休 休

２９（日） 休 休 休 休 休

３０（月） 休 休 休 平常どおり 平常どおり

３１（火） 休 休 休 休 休

１／１（水） 休 休 休 休 休

２（木） 休 休 休 休 ※休

３（金） 休 休 休 平常どおり 平常どおり

４（土） 休 休 平常どおり 休 休

５（日） 休 休 休 休 休

６（月） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

　父島・母島：コンテナ回収物（金属類、空き缶、空きびん、ペットボトル、有害物、危険物）

年末年始の村役場・村営施設等の業務日程

　年末年始の村役場・村営施設等の業務は上記一覧表のとおりとなります。

　なお、診療所での急患対応は、年末年始を問わず１１９番で取り扱います。
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焼却ごみ
収集

コンテナ
回収物

扇浦交流
センター

村役場 奥村運動場

母　　　　　島

父　　　　　島

ごみ収集
コンテナ
回収物

母島支所 診療所 村民会館
評 議 平
運 動 場

父島クリーン
センター

（持ち込み含む）

診療所
地域福祉
センター
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　村民の皆様にはご迷惑をお掛けいたしますが、ご了承ください。

　母島：ごみ収集（生ごみ、焼却ごみ）　※有害物、危険物は１月９日（木）に収集します。



小笠原小学校学芸会 小笠原村議会第４回定例会（1日目）予定

第2回インフルエンザ予防接種（～20）

父島動物巡回診療予約期間（～13）

母島巡回労働相談 小笠原村議会第４回定例会（2日目）予定

「遊漁船業の適正化に関する法律」改正

についての説明会（母島）

入港日 出港日

高校図書館開放 母島住民健診結果説明会（～19）

高校図書館開放

パスポート出張交付（父島）

定期予防接種

（三種混合、風疹、麻疹、日本脳炎）

母島巡回労働相談

扇浦宅地分譲意見交換会（建築計画）

パスポート出張交付（母島） 入港日

七島学生寮入寮希望者申込締切 父島動物巡回診療（～22）

高校図書館開放 高校図書館開放

出港日 省エネルギーワークショップ（父島）

扇浦宅地分譲意見交換会（資金計画）

高校図書館開放

インタープリター認定講習会 省エネルギーワークショップ（母島）

育児学級（父島） 出港日

固定資産税第3期納期限

入港日

高校図書館開放 海上自衛隊父島基地分遣隊もちつき大会

出港日

乳幼児健診・歯科健診（父島）

育児学級（父島）

インタープリター養成講座

高校図書館開放

入港日

父島住民健診結果説明会（～17） 入港日

「遊漁船業の適正化に関する法律」改正 カウントダウンライブパーティー

についての説明会（父島／～16） 観光船いしかり入港（1/1出港）

フリーマーケット（父島） 観光船きそ入港（1/2出港）

12 木

15 日

11 水

10 火

火

土

日

月

木

月

31

14 土

30

26

29 日

27 金

28

月

1 日

2 月

3 火

16

22

9
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4 水

金

土

13
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25 水

月

火

23

24

土21

20

行　事　予　定日付 曜日

19 木5 木

8 日

金6

7

金

17 火

18 水

天皇誕生日

入・出港日




